


令和３年度の取組状況

全体的な取組状況としては、概ね順調に進行している。例えば、都心三宮・ウォーターフロントの再整備や空家空地対策

の推進、待機児童対策、こども・若者ケアラーの相談窓口設置など、各分野の取組が着実に進んでいる。

一方で、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたものを中心に、宿泊客数、市内留学生数、福祉サービスの利用者数等、

人の移動・集積に関する指標など、遅れが生じているものが見受けられる。ポストコロナの時代も見据え、まちの魅力のさ

らなる創出をはじめ、デジタル化や外国人観光客の受入環境整備等、各施策をより一層進めていく必要がある。

基本
目標

数値目標 KPI

順調 遅れ 順調 やや遅れ 遅れ

１ １ １ 24 ３ 7

２ ０ １ 10 3 2

３ １ １ 14 3 ７

４ １ ０ 13 1 3

５ １ ０ 6 １ ２

６ １ ０ 11 0 1

７ １ １ 13 ３ ５

合計 ６ ４（２） 91 14（14） 27（19）

基本目標別数値目標・KPIの進捗状況〔KPIは再掲含む〕（ ）：数値目標、KPIのうちコロナの影響が特にあったもの

※令和3年度に
計測できないものを除く

資料１



基本目標１ 魅力的な仕事の創出と産学連携による経済成長

 スタートアップ、企業、大学等が集うビジネス交流拠点「ANCHOR KOBE」の開設（R3.4)

 「ROKKONOMAD」を拠点とした都市型創造産業の集積等、「六甲山上スマートシティ構想」の推進（R3.3)

 キッズスペースを併設したコワーキングスペース「あすてっぷコワーキング」の開設（R3.９）

令和３年度の主な取組

ROKKONOMADANCHOR KOBE あすてっぷコワーキング



基本目標１ 魅力的な仕事の創出と産学連携による経済成長

数値目標 R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

雇用創出数（医療関連企業を含む）
（企業誘致に伴うものに限定）

856人 － 順調 3,400人
※R３～R7累計

大学生アンケート「勤務希望地を
『神戸市』」とした人の割合
（市内大学３、4回生、短大生を対象）

34％ 37.8％ 遅れ 45％以上

主なKPI R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

①専門家派遣によるITなどの導入件数
（中小企業のDXを支援）

10件 20件 遅れ 100件
※R３～R7累計

③域内スタートアップ設立数
（域内…神戸市内）

25社 16社 順調 80社
※R３～R7累計

④山上オフィス企業会員数
（六甲山上を対象）

59社 40社 順調 200社
※Ｒ５年度

⑬女性リーダー育成プログラムの
参加者数

55人 50人 順調 250人
※R３～R7累計



基本目標２ 妊娠・出産・子育て支援と特色ある教育環境の充実

【保育所等利用定員数・待機児童数の推移（各年4月1日時点）】

 市有地を活用した保育所の整備や保育人材確保等、待機児童対策

 こべっこあそびひろば・六甲アイランドの開所（R3.4)等、地域の子育て支援拠点の整備

 こどもの創造的学びの交流拠点「KIITO：300 キャンプ」の新設

令和３年度の主な取組

こべっこあそびひろば・
六甲アイランド KIITO：300キャンプ

2020 20222018201620142012



基本目標２ 妊娠・出産・子育て支援と特色ある教育環境の充実

数値目標 R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

在住者アンケート「子育て環境が良
いまち」「教育環境が良いまち」の
評価
（20～39歳の市内在住者を対象）

子育て環境：
51.4％

教育環境：
54.7％

子育て環境：
61.9％

教育環境：
62.6％

遅れ ともに70%以上

主なKPI R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

①待機児童対策（利用定員） 30,043人 29,426人 順調 30,629人
※R６年度

①子育てリフレッシュステイ事業
（利用者数（延べ））

ショートステイ
916人

デイサービス
1,402人

ショートステイ
1,897人

デイサービス
1,969人

やや遅れ
ショートステイ：1,355人
デイサービス：1,484人

※R６年度

①地域子育て支援拠点事業 154箇所 141箇所 順調 141箇所
※R６年度

④「自分にはよいところがあると
思う」児童生徒（小６・中３）
の割合
（全国学力、学習状況調査より）

・小６
全国平均：76.9％
神戸市：77.3％

・中３
全国平均：76.2％
神戸市：75.9％

全国平均以上 順調 全国平均以上



基本目標３ 多様な文化・芸術・魅力づくり

 伝統行事や歴史的建造物の継承を目指した市独自の「神戸歴史遺産制度」の創設

 地下鉄海岸線全駅へのストリートピアノ設置

 市内居住者限定クーポンの販売等、コロナ禍で落ち込む観光需要の喚起

令和３年度の主な取組

＠和田岬駅宮野尾神社の獅子舞



基本目標３ 多様な文化・芸術・魅力づくり

数値目標 R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

観光消費額 1,673億円 2,500億円 遅れ 3,700億円
※R７年

在住者アンケート「楽しむ場所とし
て魅力的である」の評価

82.9％ 76.6% 順調 80%以上

主なKPI R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

②未指定文化財の神戸歴史遺産
新規認定件数

5件 6件 順調 30件
※R３～７累計

③国際級・全国級のスポーツ
イベントの開催件数

18件
※中 止2件
再延期1件

28件 やや遅れ 140件
※R３～７累計

⑦外国人延べ宿泊者数 0人 40万人 遅れ 80万人

⑨三宮周辺地区の建替えの計画件数 5件 5件 順調 7件



 電子申請システム「e-KOBE」対象手続きの拡充

 大学生によるワクチン接種お助け隊や大規模接種会場の設置等、ワクチン接種の推進

 防潮鉄扉の遠隔操作化等、南海トラフ巨大地震に伴う津波対策の推進

令和３年度の主な取組

基本目標４ 災害や感染症などを踏まえた安全な社会システムの構築

お助け隊

防潮鉄扉＠ハーバーランド



基本目標４ 災害や感染症などを踏まえた安全な社会システムの構築

数値目標 R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

行政手続きスマート化率 35％ 33% 順調 件数ベースで70％

主なKPI R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

①感震ブレーカーの設置率
（家庭での設置率）

14.6％ 50%以上 遅れ 50%以上

②鉄扉の遠隔操作化 43基 49基 順調 78基
※Ｒ６完了

⑦「コベリン」会員数 75,846人 72,000人 順調 10万人

⑧キャッシュレス決済を導入する
文化施設など

15施設 16施設 順調 対象施設全施設



基本目標５ 安心・健康でゆとりあるくらしの実現

 相談・支援窓口の設置（R3.6）によるこども・若者ケアラー支援の促進

 自動PCR検査ロボットシステムの開発支援など感染症への取組み（神戸医療産業都市の推進）

 認知症神戸モデルの推進

令和３年度の主な取組

自動PCR検査ロボット



基本目標５ 安心・健康でゆとりあるくらしの実現

数値目標 R３年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

がん検診の受診率
※国民生活基礎調査において、3年に1度調査、
次回はＲ４実施

ー
参考：42.4％

R元年度
－ ー 50％

65歳以上の要支援・要介護認定率 21.0％ 21.3％以下 順調 23.6％

主なKPI R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

①認知症高齢者など声かけ訓練 29センター 26センター 順調
全あんしんすこやか
センター（76セン
ター）で実施

①介護保険施設等の施設系サービス 13,713床 13,868床 やや遅れ 15,387床

②障害のある方を支援する
計画相談支援専門員の人数

増減なし 20人増 遅れ 60人増
※R３～５累計

⑤神戸医療産業都市内の企業や
アカデミアなどにより、健康・
医療関連データを活用し、実施
された共同研究や実証試験の件数

9件 4件 順調 20件
※R３～７累計



基本目標６ 将来にわたって持続可能な都市空間・インフラ

 長田区ふたば学舎内にプラスチック資源回収ステーションをモデル設置し、リサイクルを推進（R3.11)

 地域での転活用促進や老朽空家等解体補助等、空家空地対策の促進

 湊川公園等、都市公園のリノベーションの実施

令和３年度の主な取組

私設図書館＠垂水区 湊川公園エコエコひろば



基本目標６ 将来にわたって持続可能な都市空間・インフラ

数値目標 R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

二酸化炭素排出量：実質ゼロ
（2050年までに）
※算定に国の統計資料等を使用することから
最新数値は令和元年度の実績値

ー
参考：▲36.2％

R元年度
ー －

－
参考：2030 年度までに

2013年度比で二酸化炭素
排出量を約60%削減

在住者アンケート「交通や生活利便
施設などの利便性が高い」の評価

84.1％ 82.7％ 順調 85％以上

主なKPI R3年度実績 R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

①老朽空家等解体支援などによる
改善件数

1,178件 1,000件 順調 5,000件
※R３～7累計

②公共交通分担率 34.2％ 33.9％ 順調 35％

②新たなモビリティを活用した
事例数

６事例 ２事例 順調 10事例

⑥リノベーションする拠点公園数 5公園着手 5公園 順調 10公園
※R３～７累計



基本目標７ 多様な市民の参画による地域コミュニティの活性化

 学生の社会貢献活動への参加を促進する「KOBE学生地域貢献スクラム」の規模拡大

 「神戸国際コミュニティセンター」の新長田移転や、三宮・御影への新拠点設置等、外国人支援の充実（R3.10)

 地域福祉センターの若年世代等の利用促進とコロナ禍における地域活動の促進

（地域福祉センターへの公衆Wi-Fi設置等）

令和３年度の主な取組

神戸国際コミュニティセンター 地域福祉センターKOBE学生地域貢献スクラム



基本目標７ 多様な市民の参画による地域コミュニティの活性化

数値目標
R3年度
実績

R3年度
目標

進捗状況
R７年度目標

市内留学生数(大学・短大) 4,001人 4,153人 遅れ 5,000人

民間事業者と連携して実施した
プロジェクト数

130件 140件 順調 700件
※R３～７累計

主なKPI
R3年度
実績

R3年度目標 進捗状況 R７年度目標

①地域福祉センターの子育て世代の
利用割合

10.4％
令和２年度実績（9.5％）か
らの増加（コロナ禍で制約さ

れていた地域活動の再開）
順調 40％

③ファミリー・サポート・センター
事業（再掲）

160人 550人 遅れ 519人
※R６年度

⑥企業などへの日本語教師の
紹介件数（再掲）

2件 3件 やや遅れ 10件

⑥外国人も対象となる広報物の
多言語(英中越・やさしい日本語)
対応率（再掲）

約77％ 20％ 順調 100％



新旧対照表
ページ
番号

基本
目標

施策
番号

改訂前 改訂後 理由

７ 1 ③

国連プロジェクトサービス
（UNOPS）が開設したグロー
バル・イノベーション・センタ
（GIC）と連携した取り組み

国連プロジェクトサービス（UNOPS）が
開設したグローバル・イノベーション・セ
ンタ（GIC）と連携した取り組み

当初センター名が変更されたと
ともに、センターに限らず、幅
広く連携していくため。
※４ページ中の「持続可能な
社会」の本文中も同様の修正

17 ３
基本的
方向

記載無し あわせて、神戸空港の国際化を含む機能強
化に向け、既存施策への効果を十分に考慮
しながら、将来の都市ブランドや価値、ポ
テンシャルの向上を目指し、まち全体の活
性化や発展につながる施策を推進していき
ます。

神戸空港の将来における国際定
期便の運用や国内線の最大発着
回数が拡大されることが合意さ
れたため。

19 ３ ③

「ワールドマスターズゲームズ
2021関西」や「神戸2022世界
パラ陸上競技選手権大会」など
の大規模スポーツイベント

「ワールドマスターズゲームズ2021関西」
や「神戸2024世界パラ陸上競技選手権大
会」などの大規模スポーツイベント

両大会とも開催延期となり、
「ワールドマスターズゲーム
ズ」は、2027年開催予定のため
削除し、「世界パラ陸上」は、
大会名称が変更されたため。

20 ３ ⑥

ふるさと回帰支援センターでの
神戸市への移住相談件数(セミ
ナーにおける相談件数を含む)
：3,000件(令和３～７年)

神戸市への住み替え・移住相談件数：
3,000件(令和３～７年) (セミナーにおける
相談件数を含む)

地域や関係機関との連携強化や
現地案内等への対応を図るため、
相談窓口をふるさと回帰支援セ
ンター（東京）から神戸市内に
相談窓口を移したため。

資料２



新旧対照表

ページ
番号

基本
目標

施策
番号

改訂前 改訂後 理由

26 4 ②

KPI 鉄扉の遠隔操作化（73基） KPI 鉄扉の遠隔操作化（78基） 周辺事業者など関係者調整の結
果、鉄扉閉鎖運用体制の見直し
が生じたため

35 6 ②

神戸市地域公共交通網形成計画の
推進

神戸市地域公共交通計画の推進 法改正に伴う計画名称変更のた
め（令和３年５月より）

36 6 ③

また、関西全体の航空需要の拡大、関
西経済の発展に向けて神戸空港の役割
を果たしていくため、運営を担う関西
エアポート神戸株式会社や関西エア
ポート株式会社と連携して、プライ
ベートジェットの受入れ体制強化に向
けたCIQ 体制※の充実、空港アクセス
強化や国際化を含む空港機能のあり方
の検討を行うとともに、さらなる発着
枠の拡大及び運用時間の延長などによ
り、神戸空港の機能強化をめざします。

また、神戸空港が2025年大阪・関西万博への
対応を視野に、国内線発着枠の拡大(１日最大
120発着回)及び国際チャーター便の運用を、
2030年前後を目途に、国際定期便の運用(１日
最大40発着回)を開始することで、関西全体の
航空需要の拡大、関西経済の発展に向けたて
役割を果たしていくため、運営を担う関西エ
アポートグループ神戸株式会社や関西エア
ポート株式会社と連携して、空港施設の整
備・検討、国際便や国際プライベートジェッ
トの受入れ体制強化に向けたCIQ 体制※の充
実、空港アクセス強化など、や国際化を含む
空港機能のあり方の検討を行うとともに、さ
らなる発着枠の拡大及び運用時間の延長など
により、神戸空港の機能強化に取り組みます
をめざします。

神戸空港の将来における国際定
期便の運用や国内線の最大発着
回数が拡大されることが合意さ
れたため。










































